
 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 
 

◆バグ連想ツール『バグッぱ！』 の遊び方と特徴

・本クリアファイルは3種類のワードを眺めながらバグをポンポン連想する（以降「バグッぱ」と呼称）ツールです

・ワードを3種類（カテゴリ：黄、ガイド：白＆紺＆赤、カタリスト：三角の赤）用意することで、バグッぱを容易にしてます

・クリアファイルを傾けるとカテゴリワードとガイドワードが切り替わります。

・複数人で遊ぶとよりバグッぱしやすくなります

◆バグッぱの例

・表示機能 ＋ 「隠」 → メッセージウインドウ等が重なって、見たい情報が隠れる ・数値入力 ＋ 「限」 → 上限を超えて数値を入力できる

・表示機能 ＋ 「混」 → 表示中のメッセージに異なるフォントが混ざっている ・数値入力 ＋ 「計」 → 計算結果が正しくない

・メニュー操作 ＋ 「迷」 → 目的のメニューが探しても見つからない ・時刻表示 ＋ 「滞」 → 重たい処理を走らせると時刻表示が滞る

・メニュー操作 ＋ 「散」 → 関連するメニュー同士がまとまっていない ・ファイル読込み ＋ 「腐」 → 古いファイルが読み込めなくなる

・画面操作 ＋ 「戻」 → 「一つ前の画面に戻る」ボタンがない ・ファイル保存 ＋ 「消」 → 上書き保存に失敗するとファイルが消える

・マウス操作 ＋ 「鈍」 → マウスを操作してもカーソルの反応が鈍い ・ログイン ＋ 「合」 → PWが合ってなくてもログインできてしまう

・マウス操作 ＋ 「互」 → OSによって動かないマウスがある ・漢字変換 ＋ 「劣」 → IMEを更新したら漢字の変換精度が劣化した

◆ガイドワード：バグと関連がある連想用のワード

漢字 キーワード 漢字 キーワード 漢字 キーワード 漢字 キーワード

差異 異常、違和感 計画 計測、計る、計算 損失 損害、出来損ない 縮小 圧縮、縮図

抜ける 人、モノ、考えが抜ける、抜け道 詰む 停止、致命的 鈍い 鈍重、遅れ 五感 感度、感情、感染

内容 容量、許容、容姿、容器 滞る 遅延、ボトルネック 流れ フロー、二流、交流 入力 出し入れ、受入れ

要求 要件、要望、かなめ 診察 診断、定期検診 単独 単純、単位 場面 現場、市場、場所

知識 認識、識別 順序 順番、順位 切断 判断、横断、遮断 時刻 時機、時間

理由 理解、原理、論理、 飽きる 飽和、陳腐化 経路 岐路、回路 電波 電源、充電

再び 再生、再開、再帰、再現 慮る 配慮、遠慮、浅慮 飛躍 突飛、飛越す 国外 国語、国産

終了 終始、終日 手段 片手、使い方 待機 招待、期待、待避 屋内 屋外、問屋、部屋

途中 最中、中間 操作 操縦、使いやすさ、遠隔操作 割込み 割合、分割 規制 規約、規格

戻る 後戻り、呼び戻し、先祖返り 権利 権限、利権、越権 書く 書式、書類 協調 協議、協同、協力

休眠 無反応、待機 乱打 連打、打鍵、代打 最初 初心者、初期値、初歩 独立 独自、独占、単独

遊離 離散値、管理や制御から離れる 誤る 誤解、誤差、誤植、紛らわしさ 消失 欠損、消去、解消、消失 例外 以外、想定外、外観

越える Over、越権 陳腐 劣化、旬を逃す 漏れる 間接バグ、漏えい 稀 稀少、稀有

過ぎる Pass、過剰、過去 障害 保障、目障り、故障 混在 分類、玉石混合、混雑、混乱 満足 満たす、満点

限度 限界値、限界、限定 準備 備え、予備 合格 規格、適合、合格、合鍵 禁止 禁則、解禁

同値 同じ、同時 歪み 正しくない、歪曲 拡散 分類、胡散、解散、拡散 耐久 耐性、耐用

判定 判断、評判、批判 代替 世代、交代、お代 特別 特殊、特性 遅れ 遅延、遅刻

無効 有効、効果 派生 派遣、派手 分類 分解、等分、差分 全部 安全、全体、完全

未満 未知、未熟 影響 反響 共有 共通、共感、共存 連携 連絡、連続

綻び 不完全さ、疲弊 欠点 欠損、欠員、欠乏 統一 統合、統制、系統 反応 応答、応急、応用

延期 延長、予定変更 政治 悪政、政局 隠す 隠密、隠し味 間隔 時間、空間、中間

予測 予兆、予約、予備 裸 弱点、脆弱 欺く 詐欺、見た目正常 互換 相互、交互

具え 道具、具体化 劣化 見劣る、優劣 重複 重い、多重、重要 資産 資料、資金、資格

◆カテゴリワード：バグのカテゴリを絞って連想しやすくする役割のワード

名称

利用 利用者のカテゴリ。想定の斜め上の利用方法でバグになったり、飽きられて使われなくなったり、彼等の立場で考えてみましょう。

境界 テストの基本カテゴリ。境界値や同値はバグが潜みやすいのです。

運営 プロジェクト運営のカテゴリ。無理な計画や情報共有不足に人材不足など、運営がまずいとバグも入りやすくなります。

保守 保守や派生のカテゴリ。セキュリティ問題やシステムのレガシー化や環境の変化などが原因のバグが想定されます。

整理 情報整理のカテゴリ。仕様の抜け漏れや情報の共有不足に分類整理の不十分さなど、曖昧さにバグが潜みます。

事業 ビジネスのカテゴリ。例えバグゼロのシステムでも利用されない、利益が出ないならそれ自体が致命的なバグです。

ｼｽﾃﾑ システムのカテゴリ。外部との連携や負荷に互換性など、システムの安定性を脅かすバグは何でしょう？

UI ユーザーインターフェースのカテゴリ。使いにくい、分かりにくい、レスポンスが遅い等。利用者置き去りはバグの素。

実行 実行処理のカテゴリ。割込み、データの読み書き、初期値など、仕様書通りの動作になっていますか？

仕様 仕様や要件、要求のカテゴリ。その仕様は実現可能で抜け漏れなく要求を満足させられますか？

組合せ 組合せや独立動作のカテゴリ。その機能は他の機能に影響を及ぼさないか。あるいは複数機能が協調して動作するか。

環境 現実の動作環境のカテゴリ。異なる文化や様々な利用場面、順守すべき規約など、利用される環境の想定は十分か？

状態 システム状態のカテゴリ。各状態での動作や状態遷移の確認はテストで重要です。

◆カタリストワード：ガイドワードを捻って連想しやすくする役割のワード

名称

説明 目の前のテスターちゃんが君が考えたバグを聞きたがっているぞ！テスターちゃんにバグを分かりやすく説明してみよう。

誘因 そのバグってどんな状況だと混入しやすいかな？　その状況だと他にどんなバグが混入しやすいかな？

合体 ワード同士を合体して新たなワードを生み出そう！　合体させる順番を変えてみるのもいいぞ。

基準 そのバグは別の人から見たらバグじゃないかもしれない。それぞれが持つ基準でバグを想定してみよう。

反転 ワードの持つ意味を反転させてみよう。それだけで発想の幅が２倍以上に広がるぞ！

ノイズ 割込み、電波障害、想定外の高負荷など、ワードの効果を十分発揮させなくするノイズは何だ？

加減 ワードの効果を、何度も、大きく、頻繁に、早く、大量に、長時間、同時に、またはそれらを反転させて発揮させてみる。

自他 そのバグは想定対象自体が原因で発現してるのか？ それとも周りの環境が原因で発現してるのか？

◆現場での活用方法

・設計時にバグッぱすることでバグを予想し、整理した内容をチェックリストやテストで利用することでバグの予防や検出に役立ちます

・ベテランと初心者で一緒にバグッぱすることで、バグの知識移転に役立ちます

・バグを具体的に説明することで、バグの原因や現象に発生リスクなどを明確に意識できるようになります

・電源不要で動作し、手続き不要でほとんどの現場に持ち込むことが出来ます

説明

説明


